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認知学習分野

小嶋祥三 ･正高信男 ･中村克樹 ･南雲純治1)

研究概要

A)霊長叛の聴覚と音戸に関する研究

小嶋祥三

これまでに行ってきた､チンパンジーなどの聴

覚と音声に関する研究のとりまとめを行ってい

る｡

B)老齢ニホンザルの認知械能の研究

小鴨祥三 ･伊藤洛介2J･泉 明宏2)

老齢ニホンザルの物体および位TEZの迎統弁別逆

転､学習セット形成を検附し､いずれの課題にお

いても,若年個体より成続が恋いことを兄いだし

た｡

C)霊長類のコミュニケーションの比較行動学的
研究

正高信男

ヒトを含む様々な種の音声､祝党コミュニケー

ションの比較研究を行っている.

D)サル大脳皮質連合野における情報伝達様式の

研究

中村克樹

サル前頭迎合野のスライス標本を作成し､各層

に与えた唱気刺激の伝播様式を､光学測定法を用
いて記録 ･解析した｡その結果､刺激を入力屑

(3屑下郎および4屑)に加えた場合は､･コラム

1)技官､2)大学院生
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肘 こ全層に電気情報が伝播したが､他の層 (2層､
3層上部,5層および6層)に加えた場合は､比

較的限局した鏡域のみに屯気刺激が伝播した｡サ

ル前頭連合野でも､コラムが機能単位であること

が示唆された｡

E)サル頭頂連合野における空間位置情報の再現

様式の研究

中村克樹

空間位置の再現に必要な眼球位置情報がどのよ

うに再現されているのかを明らかにする目的で､

注視課題およびサッカード (急速眼球運動)設題

遂行中のサル頭頂連合野から単一ニューロン活動

を記録､解析した｡その結果､これまで機能がよ

く解っていなかったPO野背側部から､眼球が特

定の位匿にあるときにのみ応答する眼球位置依存

型ニューロン,ある方向にサッカードを行ったと

きにのみ応答するサッカード依存型ニューロンを

発見した｡いずれの応答も,他の鏡野で報告され

ている視覚刺激依存の応答と異なり.暗室内での

自発的な眼球運動中にも応答を示した｡このこと

から､これらのニューロン応答は､眼球の位置情

報を反映していると考えられる｡

F)望長頬行動実験用プログラムの開発

南雲純治l)

Windowsオペレーティングシステムにおける,

行動実験用プログラムの開発の試みと､自然画像

ファイルのフォーマット変換,回転プログラムの

作成を行った｡

G)霊長規の食物選択

揚要直樹3I

マカクザルを対象として､人工気象室で室温を

変化させながら､単位盃当たりq)熟畠が異なる食

物の選択突放を行った｡その結果,サルは必要エ

ネルギー立の変化に伴い食物選択性を適応的に変

化させていたことが分かった｡また.オペラント

条件づけの手法を用い､質の異なる食物パッチの

選択性を検討したところ､サルは最適採餌理論に

よって予測された食物パッチ選択を行っていたこ

とが示唆された｡

H)ニホンザルの音声コミュニケーションに関す

る研究 l

杉浦秀樹3)

野生状態pニホンザル甲クー ･コールによる音

声交換を研究している｡ニホンザルは同じ群のメ

ンバーが発したクー ･コールに応答して､自らも

この音声を発する｡この時､応答者は先行する他

個体の音声とよく似た音声で応答していることが

観察され､再生実験によっても確かめられた｡
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行動発現分野

久保田競1)･三上章允 ･揮口俊之2)

研究概要

A)前頭連合野の研究

1)コザルの前頭葉の発達の研究

久保田奴 ･搾口京子3'

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を学習

させ､前頭連合野.運動連合野､運動野にGABA

やDOPAMINEの阻害剤を徽皇局所注入すると､

反応の成績の低下と運動の陣等が一時的にみられ

る｡これ らの変化 と解剖学的変化を解析 して

GABA抑制の発達の関係を明らかにした｡今後､

DOPJu lNEの役割を明らかにする｡

2)GO/NO-GO課題遂行に関与する脳鏡域の横倍

マッピング

久保田放 ･三上車允 ･河口俊之 ･中村克樹 4)

異なった反応 (GOとNO-GO)を選択するとき

に働く脳領域をマッピングする目的で､GO/NO-

GOの選択課題,GO単独課題､由O-GO単独取越遂

行中のサルの脳血流量をPET計測し､前頭連合

野,運動前野､補足運動野が上記の行動選択に関

与することを示した｡

3)前頭葉障害患者の機能テス トパラダイムの開

発

三上車允 ･久保田放

前頭葉に障音のある患者で､様々な前頭菜機能

をテストするために各種パラダイムを開発し､陣

等部位と各種機能障害との関係を解析した｡

1)1996年1月15日付退職.1月16日付日本福祉大

学情報社会科学部転任,2)新技術事業団さきが

け研究21兼任､1996年3月lEl付北泊道大学女学部

転任｣3)研究補佐員､4)認知学習分野,5)

非常勤研究員 ′

-38-


